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発表の要旨

私たちが平成10年に行った ｢算数学力診Wr調査｣によると,｢第 1学年の子ともたちは,表

面的な計壬封支能の習熟は図られているが,計算の仕方を正しく説明することはできにくい｡｣と

いう実態が判明した｡この結果から,｢数学的な考え方｣の達成率が不十分だと考えられるとと

もに,次期学習指導要領の基本的な考えが ｢青紫の力｣ということを考えると,危機感さえ感じ

られる｡

これは.計算の反復練習ばかりに時間をかけ,｢算数的活動の内面化｣の指導が不十分なため
ではないかと考えた｡数回ブロックなどの半具体物を使った活動をどう計算の仕方へと内面化し

ていくのがよいのかを授業実践を通して探っていく｡

l 研究のねらい て,｢被加数の 10の補数に若目し,加数分解し

てたす｣というたし算の計算の仕方を兄いだし.

1 単元名 たし算 (第1学年)

2 授業改善の視点

(1) 子どもの実態

本単元では,繰り上がりのあるたし算につい

正確に速く計算できるようになることを主なね

らいとしている｡

岡山大学詐欺 ･数学教育学会 算数学力診断

調査プロジェクトが平成 10年に行った,算数

学力診断調査によると,第 1学年 (調査対象児

童数865名)の調査で次のような結果が得ら

れた

10 けいさんしましょう

(1)7+3-□ 達成率97%
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9 けいさんの しかたを いいましょう｡

に あてはまる かずを かきましょう｡

日 )9+3の けいさんのしかた●●●●●●●●●●●●
9に[= ] を たして ロ∃

[= ]と [コ で [コ

淫成季42%

主なつまずき反応

･9にユをたしてユ0

10と3で13. .13%

･9に1をたして10

9と3で 12. 11%

･9にlをたして10

9と1で 10. .8%

項目8の調査で,10の補数を正しく兄いだ

すことができるかどうかを調査したo 1Oの補

数を見つけることは,10の合成 .分解と関連

して,繰り上がりのあるたし算や繰り下がりの

あるひき算を手際よく計印する ｢計算の仕方｣

を見いたす上で大切な見方 ･考え方である｡

10に近い7の場合の達成率は93%,】0

から遠い4の場合は91%であった｡90%を

超えているので,おおむね達成できていると考

えられる｡

項目10の調査で,繰り上がりのあるたし算

や3口の計算を正確に計算できるかどうかを調

査Lj=｡7+3は基数同士の基礎的なたし算で

あり,2+8+4は ｢10といくつ｣という見

方を活用する3口のたし算で繰り上がりのある

たし算の基礎となる計算である｡7十3,2+

8+4を正確に計算できた児童は,それぞれ9

7%,94%であった090%を超えているの

で,おおむね達成できていると考えられるO繰

りiLiL純増により,計算技能の習熟が図られて

いると考えられる｡

一方,項目9の調査で,9+3の計算の仕方

を正しく普くことができた児童は,42%であ

った｡計算の仕方を兄いだし.正しく説明する

ことができにくい実態が判明した｡言里芋のうち,

第 1段階で ｢9に 1をたして 10｣と10の補

数は.音誠できても,第2段階で,｢10と3で

13｣とか ｢9と3で12｣｢9と1で 10｣な

どとつまずいている児童が合計37%いた｡

以上のことから,10の補数については意識

できるようになっているが,筋道を立てて計算

の仕方を考えることが不十分であると考えられ

る｡

(2) 今までの指導の問題点

① 算数的活動の内面化に課毘

｢子どもの実態｣から,10の補数の指滋に

ついてはフラノシュカー ドなどを使って繰 り返

し行われているが,計算の仕方を数え込んで,

計算の皮相練習ばかりに時間をかけている指導

が多いためではないかと考えられるQ数図7Ltロ

ックなど半具体物を使った活動はかなり取 り入

れられているようだが,その活動と計算の仕方

を考える活動とが別々の活動になってしまう傾

向があるようである｡

Lかしながら,このような指導では,計算の

過程に注鹿が向かず,計算の仕方を自ら兄いだ

すことや,筋道を立てて計算の仕方を説明する

ことができにくい｡これでは,｢円ら学び.自ら

考える｣子と､もをTTてることはできないと考え

る｡つまり,算数的活動のあり方が課題といえ

るのではないかC
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② 多様な計算方法を目指す指導方針に

課題

また,繰り上がりのあるたし算の計算方法に

ついて,加数分解でも,被加数分解でも,加数

と被加数から5ずつ合わせて 10をつくる方法

でも何でもよい,という柔軟な指導方針で授業

を進めることも計算の仕方が完全習得できてい

ない原因の 1つではないかと考えられる.jこの

ような方針では,子と､もに確かな学力は身につ

きにくいのではないか｡

Il 研究の内容

1 新しい指導

(1)｢加数分解｣の計算の仕方をねらう

｢数と計算｣領域では,｢計算の恵味理解｣｢計
諒の仕方｣｢計算の習熟｣の3つの指導が大切と
いわれている｡本単元でもこの3つの指導を大

切にしたいが.中でも特に ｢今までの指導の間

超点｣で明らかになった ｢計算の仕方｣に焦点

を当てて授業を行いたいと考えた｡本単元で大

切にしたいことを次のように考える｡

加数分解の計算の仕方

繰り上がりのあるたし算の計算方法について

は,①数えたす,② 10の補数を怒識 して加数

を分解してたす (加数分解),(》10の補数を意

識して被加数を分解してたす (被加数分解).①

被舶数.加数をそれぞれ ｢5といくつ｣に分解

して5のペアをつくってたす (五二進法),なt'

が考えられる｡これらの中で,手際がよく,い

つでも使える方法は②と③であると考えられるJ

② も③ も,一方の数の 10の補数を考え,もう

一方の数を補数分と残 りいくつととらえるとい

う点では,考え方は同じである｡

指滋については,加数と被加数の)くささを見

て,小さい方を分解すればよいという考え方も

ある｡ しかし,この考え方は,数の大小を判r+JF

L,それにより加数分解にしたり被加数分解に

したりする必要が出てくる｡J'･どもの一定の計
算方法として走者させるには,1つの方法で計

算させるのがよいのではないか｡では,rJとTiJ

のどちらか一方だけを選ぶとなるとどちらを選

ぶか｡｢加える｣という操作から考えると,被加

数を既定 し,加数を分解する加数分解がよいの

ではないかと考えたO

手際がよく,いつでも使え,操作も自然な加

数分解こそ全ての子どもに身につけさせるべき

もので,その他の方法はその)占碇 ･基本を身に

つけた上で子どもが自ら考え出したものであれ

ばそれを認めるという方針が大切なのではない

かe)

子どもが多様な考えをもつことが大切だとい

う考えがあるが,基碇 ･基本の方法が完全習得

できてこそ (確かな学力が身についてこそ),そ

れをもとに子どもは多様な考えをもっことがで

きるのではないか (豊かな学力か保証されるの

ではないか)と考える｡始めから多様な考えを

求めてしまうと1年生という発達段階 (自分の

考えを客観的に判断できにくく,自分の考えが

一番上いと考えがちであるO)から考えても確実

な計算方法を身につけることができにくくなる

のではないか｡

(2) 算数的活動を工夫する

① 加数分解のよさに目を向けやすく

する工夫

ア 数値の吟味

初めに頒 う数値は8十 3にする｡これにより.

加数分解の計ftの仕方に目を向けやすくする1

被加数をできるだけ10に近い数にすることで,
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被加数の 10の捕数 を考え,加数を分解 して

1Oをつ くりやす くした(,被加数を9にしなか

ったのは.9+2,9+3などでは,数えた し

の方法 との通いが見えにくいためである｡また,

8+4にしなかったのは,加数の 4を2と2に

分解するので,2つの 2の説明がまざらわ しく

なるためである｡また,8+5に しなかったの

は,被加数を5と3に分解 して (五二進法)計

算 したくなると考えたからである｡

イ ブロック盤の使用

被加数の数の数図7ロ ノクを並べる際には,

プロ ノク棺の 上に並べるようにする｡これによ

り,被加数の 10の補数に日を向けやす くする｡

ウ 式の吟味

計算の仕方を定着 させるために,被加数を一

定にした,8+3,8+6,8+4,- ･や

9+2,9+5.9+3, ･などの計算をこ

の順番で考えさせるようにする｡これにより,

加数を分解 して 10をつ くれば簡単に計狂で き

ることに気づ きやす くする｡

(診 算数的活動の内面化を図る指導の

工夫

等数的活動の内面化を図に示す と次のように

なるo

ア ブロックを動かさないで並べたブロ

ックを見ながら考える活動を取り入れる

上の巨｣の中で,数B]ブロックを手で動か さな

いで,並んだ数図ブロックを見ながら8+3の

計算の仕方を説明する活動を取 り入れるO これ

により,算数的活動の内面化を進めやす くする｡
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イ ｢まず｣｢次に｣など頗序を表す言葉
の使用

計罪の仕方を説明する際には,｢まず｣｢次に｣
などの言葉を使わせるようにする｡これにより,

順序を唐諭 して計算の仕方を説明しやすくする,

り 板雷の工夫

計算の仕方を根蕗する際には,ブロックを動

かす前と動かした後の図を縦に並べて指示する

ようにする｡これにより,加数を分解 して被加

数の 10の補数をたしたことを説明しやすくす

る,

エ 計算の仕方を口に出して唱える活動

を取り入れる､

1･=.'｢笹の仕方を口に出して唱える活動を取 り入

れる｡これにより,加数分解の仕方を全員が説

明しやすくする｡

(3) 3時間で井数的活動の内面化を

図る

1時間の授業の中で｢勺血化を急ぐのではなく,

3時間をかけて.1時間目にブロックを勅かし

て計算するという ｢行動的思考｣,2時間日に並

んだプロ ノクを動かさないで言紫で計算の仕方

を説明するという ｢映像的思考｣.3時間巨=ニ式

だけを見て計算するという ｢記号的思考｣を目

標に指導する｡1時間 1時間のねらいを明確に

する｡

(4) 全員を ｢おおむね達成｣にする

ための手だてを工夫する

をする際に.遅れがちな子どもに対しては,｢ま
ず.8にいくつをたせばいいのかなU｣と助言L

たり.｢次に.何と何をたせばいいのかな｡｣と

助言したりする｡

イ 話し合いの場面.考えを定着させる

問題を解く場面での支桂の工夫

自力解決の際に.支確を工夫 してもなれ ｢お

おむね達成｣にならない子どもに対しては,｢話
し合いの場面｣｢考えを定着させる問超を解く場
面｣において.友だちの考えが分かったかどう

か確かめるために意阿的に指名したL'),椅極的

にヒントを与えて.伯終的に自分で説明できる

ように支棲 したりする｡

3 単元の評価規準

○ 加数分解の方法のよさに気づき.進んで繰

り上がりのあるたし篤をしようとする｡

(関心 ･意欲 ･態度)

○ 繰り上がりのあるた し算の計算の仕方を考

え,加数分解の方法を兄いだすことができる｡

(放′l封勺な考え方)

○ 繰 り卜がりのあるたし算を正確に手際よく

計算することができる｡

(表現 ･処理)

○ 繰り上がりのあるたし算の仕方が分かる｡

(知識 ･理解)

4 単元計画 (全9時間)

A:｢十分満足｣ B:｢おおむね満足｣
< >内は評価方法
※-･無理 してねらわない観点

ア 机間指導での支桂の工夫

貨数的活動を工夫してもなお,｢おおむね退成｣
にならない子どもに対 しては,その子どもにあ

った支援を工夫するようにする｡例えば,8+

3の計非の什方をフロックを使って考える7'占動

- L17-



吹 時 学こ.削舌動 臥 .草 か酌 数学 的 な考 え方 表 現 .処 理 知 識 .理 解

1 8+3なと-の.i.II A:j旺んで.ui也に,) a:IJHEJJ'Jl肺V)ノJ.IL- ※ 描

T)I.U川二ノJIを玖l.117 いて弓と.トトるO でブロックを仙か

ロ .ノクを動かして <1.1A.lt■u)～己.[■> して指えJtrr_:すd

々.えるo B :̂{;えが ー0をこえ7ur=LnI!-/.)いて考えていこうとするo <]一lAllJ'U)).:kl-i,づと.,:>2 7+5などの.日 B:プロ/クを比な ※ B:JJIl数'JJl附u)ノjil;.

1,7-_U)Jl_-ノJをTll.Rl7 <1,,LuX:l1,のL:AJ'.> がrノJJ日放'/ftlJギu)ノJ で,it′T)-_a)∩:ノJをま

ロックをI,A.な/J{Lr) (JIIl=LIJH'"'l縦税的にみ はで.'ll.r)rv)什ノJを とめているo

七一え7uo(本 時 ) ていく) .:.qlリけ る○<1.1.紫llFV)I:.h'-ぺJiと.il> <1.1.菜経のノート>

3 9+5などU).う■l A:J州放'JjL縦V)よさ ※ B:JJlli/i/)jh肘V)ノJ.I_I:.

1,)二U)什 ノJをJLをみ J1,,此lyけ るO で.il.r):a)什ノJをま

てJ5-える〇 B:八をみて.J)lJ致'J>仰〝)ノJは.で.日.ち)_U)什ノ)'を..klHすち.<Il文中U)t■ilrーやづと.T> とめている〇<Il.yl:後U)ノ-ト>

l 4+8などU).iJL B:JJ日払分僻U)ノjii: B:Jtをみて,加放 汰

Jn:の什ノJをJf,.えるO で.汁1TU)化ノJ-Li.脱桝する○<),ヱ2-小の仰/.ぺJ堀.i1> /)州竿の)jはで7F:.(''ll;L:.汗吉)■す7i,つ<ナ1.洗車の械f1,雅.ー>

5 本時案 (第 1次第2時)

本時 の 7+5な どの答 え を並べ た ブ ロ ック を 見 なが ら考 えて い く中で , 被 加 数 の 7にあ と

評価規準 3を加 えて 10をつ くれ ば よい こ と に気 づ き,｢7に 3を た して 10, 10と 2で l
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学習活動

1 聞損を知り,

本時の課題をつ

かむ｡

2 ブロックを見

ながら答えの出

し方を考える｡

3 計算の仕方を

話 し合う｡

教 師 の 支 援

1(I)場面絵を見ながらお話をする中で,

｢にいさんは くりを 7こ ひろいま

した｡いもうとは 5こ ひろいました｡

あわせると なんこに なりますか｡｣

という問題をつ くるようにする｡

(2)手の操作から,7+5のたし井の式になることに気

づ くことができるようにする｡

(3)お話がよく分かるようにするためには致図ブロック

を使えばよいことに気づいてきたところで,数図ブロッ

ク盤の上に数がよく分かるように数図プロノクを置かせ

るようにする｡

00000

(4)前時は数図ブロックを動かして答えを出したことを

振 り返 り,本時は数回プロノクを動かさなくても答えを

出せそうだと言ってきたところで,本時のめあてを次の

ように決める｡

ブロックをみながら7十5の しかたをかんがえよう｡

2(1)7+5の答えの出し方を考える際には,並んだブロ

ックを見ながら考える晴動にする｡これにより,算数的

活動の内面化を図りやす くする｡

(2)机間指導では次の点に智者する｡

･考えの進みにくい子どもには,実際にブロックを動か

してから元にもどして考えさせたり,動かすブロック

の色だけを変えたりすることでイメージをもちやす く

する｡

･イメージはもてたが言葉に表 しにくい子どもには,｢ま
ず,7と何をあわせたの?｣などと尋ね,その言葉を

ノー トに哲かせるようにする｡

･言草で説明できるようになった子どもには,｢まず｣
｢次に｣などの青葉を使って/トさい声で説明の練習を

させるようにする｡

3(り計算の仕方を板替する際には,ブロックを動かす前

と動かした後の図を並べて掲示するようにする｡これに

より,被加数の 10の補数を加数を分解 してたしたこと

を説明しやすくする｡

(2)数閲ブロックを見て説明できるようになったところ
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@

B:加数を')I解して

7+5(/).け旬o)汁

ノJを,説191する｡

<招又IPV)児.ミ>

㊨

ち:加数を'JJ解して

7十5の.汁旬の什

ノTを増えている｡

<授文中の七菜F>



で,加数を分解して 10をつくったことを意識しやすい

ように,吹き出しを使って板苗にまとめるようにする,

(3)計算の仕方をロに出して唱える活動を取 :)入れる,

これにより.加数分解を全員が説明 しやすくする｡

(4)｢7+ 5｣の計算の仕方が生理できたところで,問

題場面を振 り返り,｢7+4｣｢7+7｣などの場合も.

7個のブロックを見ながら考え,計算の仕方をロに出し

て唱えるようにする｡

4 本時のまとめ

をする｡

(5)被加数が7たけでなく,8の場合も取 i)上げ,8+

3,8+6,8+4などを8個のブロックを見ながら考

え,計算の仕方をロに出して唱えるようにする｡

(6)答えが 10を超えるたし許は,ユ0のまとまりがで

きるように被加数は分解しないで,加数を分解して計算

すればよいことを ｢たすかすをわけて 10をつくる｣と

いうキーワー ドでまとめるようにする｡

4 本時の学習を振 り返らせ,答えが 10を超えるたし井

の計算の仕方を見つけたし,それを説明することができ

るようになったことをまとめるようにする｡

㊥ B:7+5/_･とLu).川 V)什J,を.lLくまとめてい 71.つ く十三又後V)ノー ト>

= 授業の実際
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1 授業クラス

岡山大学教育学部附属小学校

第1学年い組 40名

授#日時

平成 17年 1･0月13日 (木)

5校時

2 本時の授#の実際

(学習活動3を中心に)

机間指涼の中で,全員が動かそうと思うブロ

ック3個をその場で湛返すことができ,小さい

声で ｢まず,-,次に,-｣と説明を始めたと

ころで,話し合い活助を始めた｡

T まず,どのブロックを弧の中で動かした

のかな｡

C (前の黒板まで出てきてブロックを指 さ
す,)この3つです｡

C 賛成.(多放)

T (子どもが指さしたブロックを喪返し,

色を変える｡) ●●●○○
C どうして3つを動かしたのですか｡

C 7にあと3をたすと10になるからですっ

C 10をつくると計算が簡単になるからで

す｡

C 坪成｡(多数)

T (｢あと3で 10だなo｣と板啓.)まず,

どうしたと言えばよいですか｡

C まず.7に5を3と2に分けた3をたし

ましたo

C つけたしです｡まず,7に3をたして

10をつくりました｡

C 賛成｡(多数)

T (｢5を3と2にわけて｣｢まず,7に3

をたして 10｣と板息っ)

C 賛成｡(多数)

L_⊥

板曲の様子

T こうなったんだJaD(矢印から下のフ'ロッ

クを掲示｡)では,答えは 10でいいですかo

C だめです｡10とあと2があるから,

10と2で 12です｡

C 賛成｡(多数)

T (｢つぎに,10と2で 12｣と根番｡)

では,7十5の計算の仕方をみんなで声に

出して言ってみましょう｡

C まず,7に3をたして 10,次に,10

と2で 120(全員)

T 大きな声できちんと言えましたね｡もう,

ブロックを比るだけで,説明できるように

なったかな｡

C できる｡できる｡(多数)

T では,先生,意地悪をするよ｡これでも,

言えるかな｡(板番の吹き出しの中の計算の

仕方を少 しずつ消 していく｡揖射二は,全

部消す｡)

C (計算の仕方を声に出して言う｡)
T すごいね｡もう,吹き出しの中に何も番

いていなくても.言えるようになったね｡

次に,このお話で,妹が拾ったくりの歓が4

個や7個だった時はと､うなるかを考えた｡子ど

もが7+4,7十7と式にしてきたところで,｢ま

ず.7にいくつをたすのか｣｢たす数はどう分け

るのか｣を確かめながら,計算の仕方を芦に出
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して言わせるようにした｡下図のように被加数 数字で示したO

の 7はプロ ノク盤上のブロックで示 し,加数は

こうして,答えが 10をこえるたし算の計算 切にして授業実践を行っていきたい｡

の仕方について言えるようになったところで.

｢今日勉強 してきた7+5などの 10をこえる

た し算はと､のように計算すればよいことが分か

りましたか｡｣と尋ねた｡子どもは,次のように

答えてきた｡

C あといくつで 10になるかを考えて 10を

つ くればいいことが分かりました｡

C たす数を分けて 10をつくればよいことが

分かりました｡

以上のように,子どもは･算数的活動の内面 参考文献
化を通 して,10をこえるたし算の計算の仕方

が説明できるようになった｡

IV 考察

3時間の算数的活動の内面化を図る指滋を適

して,学級の全ての子どもが口頭で言十算の仕方

を唱えることができるようになった｡やはり,｢ブ

ロックを使った活動｣と ｢計算の仕方｣をつな

ぐ,算数的活動を内lb'化する活動をスモールス

テップで行っていく必要があることが実感 され

た｡今後 も,算数的活動を内而化することを大
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